
ペンギン型ロボットによる
エンケラドスの⽣生命探査

第13回 　君が作る宇宙ミッション
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１．きみっしょんとは ３．実施結果

２．今年年度度の指導⽅方針

JAXA宇宙教育センターと宇宙科学研究所（以下ISAS）
が主催する,⾼高校⽣生向け体験型学習プログラムである.
「⾃自ら考え,⾃自ら決定し,⾃自ら作業する」をモットーに,
⾼高校⽣生に宇宙ミッションを徹底的に考えさせることを
⽬目的としている.

4．まとめ

指導⽅方針

・作成されたミッション

・今年年度度の指導⽅方針に対する評価

・今年年度度の⽅方針

⼤大学院⽣生スタッフおよび参加者

【参加者による感想の抜粋】
＊周りの⼈人を⾒見見てすごく勉強したい，しなく
てはと思いました．今の学⼒力力では到底無理理で
すが，⼤大学で宇宙のことを学んでみたいとす
ごく思いました．
＊普段遠い存在だった研究者の仕事を少し⾝身
近に感じることができ，宇宙に関する仕事の
イメージができて良良かったです．

ISASで⾏行行われる宇宙教育プログラムという側⾯面から，参加者に専⾨門性の⾼高い宇宙ミッ
ションを検討・提案してもらいたい，という期待を抱いている．しかし，速やかにミッ
ションのテーマ（⽅方針）が決定できないことがその妨げになっている．

◆背景：太陽がどこで⽣生まれたのか知りたい
◆⽬目的：⼩小型分⼦子雲“グロビュール”で形成された
 　 　 　 　原始星の系統的観測
◆⼿手段：
・宇宙望遠鏡を⽤用いて，原始星の温度度・⼤大きさを
⾚赤外線観測する．
・太陽の諸特性と⽐比較し，太陽がグロビュールか
ら誕⽣生したのか評価する．

◆背景・⽬目的：
⻑⾧長期有⼈人宇宙航⾏行行において
・⻑⾧長期間の太陽光不不⾜足は⼈人体の健康に⼤大きな影響を与える
・室内で⼈人⼯工の光を浴びるという⽅方法では電⼒力力消費量量が⼤大
きい可能性がある

少ない消費電⼒力力で太陽光を浴びることのできる宇宙船を考案する

◆⼿手段：

※他に宇宙船の軌道,太陽光が当たる⾯面の冷冷却システム,放射線の
影響等についても検討

◆背景：地球外の極限環境に棲む⽣生命の
 　 　 　 　⼯工夫を科学技術に活⽤用したい．
◆⽬目的：過酷な環境をもつエンケラドス
 　 　 　 　に棲む⽣生命の⽣生態を調査する．
◆⼿手段：ペンギン型探査ロボットを対象
 　 　 　 　天体に送り，その場での⽣生命観
 　 　 　 　測・サンプルリターンを⾏行行う．

ペンギン型探査機

速やかにミッションのテーマ（⽅方針）が決定できたか？

運営体制当⽇日スケジュール

・きみっしょんの課題

・⼤大学院⽣生の⾃自⼰己評価
異異なる専⾨門性を持つ⼤大学院⽣生および異異なる視野を持つ⾼高校⽣生と物事に取り組むことで，
普段の研究活動では得られない知識識の広がりを持てた，また,プロジェクトを運営する経
験が得られた．

参加者の独⾃自性を損なわない程度度の適切切
な抽象度度を持つテーマの提供を⾏行行うこと
で,ミッション⽅方針の決定を加速

これまでのきみっしょんにおける，ミッ
ション内容の調査，参加者・⼤大学院⽣生の
興味，予想される議論論展開を踏まえて，
以下の4つのテーマを提供した．

宇宙での	 
天体観測	 

宇宙での
生命探査	 

宇宙基地での	 
サービス施設	 

長期有人	 
宇宙航行	 

ミッション検討の全体を俯瞰した，適切切に
時間配分されている計画的な議論論の実施

⼤大学院⽣生による，きみっしょん当⽇日を想定し
た議論論のデモンストレーションを⾏行行い，院⽣生
間のチームワークを深めると共に，議論論のや
り⽅方や各テーマの理理解度度を⾼高めた．

デモンストレーションの様⼦子

「君が作る宇宙ミッション」は，JAXA宇宙教育センターと宇宙科学研究所が主催する，⾼高校⽣生向け体験型学習プログラムである．第13回となる2014年年度度は，
8⽉月4⽇日から8⽇日の5⽇日間JAXA相模原キャンパスにおいて開催された．本ポスターでは，今年年度度のきみっしょんの運営・指導⽅方針の決定から実⾏行行を解説し，そ
の結果，評価と共に，次年年度度への期待を述べる．

参加者選考⽅方針
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募集要項

きみっしょん当⽇日を意識識した課題作⽂文内
容を選定し，より実践的な知識識，論論理理的
思考⼒力力，独⾃自性，なにより熱意を評価

「⽕火星のオリンポス⼭山が噴⽕火したと仮定
して，この噴⽕火を利利⽤用した調査計画を提
案してください」「きみっしょんへの志
望動機と⾃自⼰己PR」の2題を課題作⽂文内容に
選定した．

地球の⾼高校⽣生を対象にした
⽉月への修学旅⾏行行

たて⽳穴内の基地

◆背景：宇宙進出が拡⼤大している時代において優
 　 　 　 　秀な⼈人材と地球⼈人の深い理理解が必要
◆⽬目的：未来を担う⾼高校⽣生に「地球⼈人」としての
 　 　 　 　⾃自覚と科学への興味をもたせる
◆⼿手段：
・⽉月⾯面サスケ
 　低重⼒力力を利利⽤用したアスレチック
・実験体験
 　低温環境をいかしたリニアの実験
・⽉月サミット
 　⽉月に住む⾼高校⽣生とのディスカッション

「太陽のふるさとはどこだ！？」 NASA越え!光の輪輪計画
エンジェルリングプロジェクト

観測によるプロットおよび太陽
との⽐比較の概念念図グロビュール天体の例例

例例年年よりも半⽇日程度度，その決定を早めることができた．そのため，例例年年より，着実
な論論理理を積み重ねることもできた．⼀一⽅方，最終発表会に向けた準備が不不⼗十分になっ
てしまった．今後は，論論理理を積み重ねる議論論と発表会準備の時間配分をより適切切に
すべきだと考える．

熱意，協調性，能⼒力力などがそれぞれ⾼高い参加者を選抜でき，適切切だったと考えられ
る．

ねらい通りの参加者選抜だったか？

P-‐‑‒307

・次年年度度への期待
より速やかなミッションテーマ(⽅方針)の決定⽅方法に加えて，決定後どのようにしてミッ
ションを構築し，最終発表会へ向けての準備を⾏行行うかについて検討してもらいたいと考
える．

今年年度度，指導⽅方針を改善したことにより，「速やかなミッションテーマ（⽅方針）の決定」
という⽬目標について，例例年年より半⽇日程度度早めることができた．
⾼高校⽣生参加者の宇宙・研究に対する意識識に⼤大きな影響を与えただけでなく，⼤大学院⽣生ス
タッフにとっても有意義な教育効果が得られた．

全国から作⽂文選考で選ばれた⾼高校⽣生24名が,
4班に分かれ,⼤大学院⽣生の指導を受けながら4泊
5⽇日のスケジュールで宇宙ミッションの検討・
⽴立立案を⾏行行う.

きみっしょんの運営は,ISASで研究をしている
⼤大学院⽣生有志からなるチームが主体的に⾏行行って
いる.

ISAS元職員と議論論する参加⾼高校⽣生
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・参加者事後アンケート結果

This document is provided by JAXA.




